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批判精神旺盛だった 

「笠懸公民タイムス」 

    １９４９～２００６ 
今から７年前に笠懸町、大間々町、勢多郡東

村が合併し、みどり市となりました。それまで

笠懸町には「笠懸公民タイムス」という地域住

民新聞があり、全戸に配布されていました。当

時は町の予算の４４０万円が計上され、町内か

ら集まった２０人ほどの編集委員によって発行

されていました。公的資金による発行でしたが、

時には町政を厳しく批判する記事もありました。

桐生競艇が夜間開催を行った初日には、町内の

交通量を調査し、下校する児童の安全に支障は

ないか問題提起をしました。また、当時行われ

た地域振興券は本当に地域の商店の活性化につ

ながったのか、商店主からの聞き取り調査など、

地道な取材活動もありました。１９４９年に発

刊された「笠懸公民タイムス」は残念ながら町

村合併の２００６年３月をもって廃刊となりま

した。市が予算を計上しなかったためでしたが、

歯に衣着せぬ記事に、一部の町議会議員からは

疎ましい存在となり、合併を機に切り捨てられ

たという噂もありました。 

 

廃刊、そして復活 

 笠懸公民タイムス廃刊から半年ほどたった頃、

当時編集委員だった数名が集まり、「このままな

くしてしまうのは惜しい」という声があがり、

自費でつくれるものはないかと検討された末に

ネット配信新聞「Ｗｅｂタイムス笠懸」が誕生

しました。 

 会員は１０名。大半は定年退職した人たちで

すが、現役で仕事をしている人もいます。月５

００円の会費と賛助会員の年会費１０００円が

運営資金です。 

 

月 4 回の編集会議は交流の場 

 編集会議は月に４回。仕事が終わって午後７

時３０分から始まります。第１と第３の火曜日

・・・さまざまな文化活動を紹介するページ・・・ 

住民有志でつくるネット新聞 

「Ｗｅｂタイムス笠懸」 
 

第一火曜日に行われる企画会議の様子 
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は笠懸公民館にて、第２と第４の月曜日は会員

が持つ事務所をお借りして行っています。第１

火曜日は企画会議で、当月の取材先の割り振り

をします。町で耳にした話題や、みどり市広報

に紹介されている行事などが取材先となります。

昼間の取材は主に定年退職組になりますが、自

営の人も大活躍してくれます。 

 編集会議は実態としては会員の交流の場とな

っています。世間話から始まるので、高齢者の

介護の話題が一転してお墓の話になったり、児

童の通学路のどこそこが危険だというように、

時間を忘れて話が続きます。 

 

メールで校正 ネットで発信 

 取材した記事は会員にメールで送り、みんな

で校正をするということになっていますが、パ

ソコンの得手不得手もあり、校正に参加する人

が固定化されていて、「もっと参加してよ」と苦

情もしばしば。それでも校正

した記事を巡って論争になる

こともあり、「過激すぎる」と

か「そこは譲れない」とかメ

ールが飛び交います。 

基本的にはネットによる発

信なので、誰でもパソコンで

見られるのですが、パソコン

を見ることがない人にとって

は、紙媒体も必要だろうと言

うことで、Ａ４サイズに印刷

した新聞を図書館や役所など

の公的機関や歯科医院などに

置かせてもらっています。 

 

未来に夢膨らませて 

発刊されて７年が経ちました。会員の思いは

「公民タイムスの志を継ぐ」「地域情報を発信し

たい」「ライフワークとしたい」「自己研鑽の場

にしたい」など様々です。自分の書いた記事が

思わぬ反響を呼ぶこともあります。「行政に建築

主事がいない」と記事にしたところ、議会で取

り上げられ議論になりました。また、地域のな

かに残る伝統芸能を取材し、改めて地域のぬく

もりを実感したなどまさに自己研鑽の場になっ

ています。新聞作りだけでなく、会員の交流と

して手料理を持ち寄っての花見会や忘年会。年

に一度は山歩きを兼ねての研修旅行なども行っ

ています。多業種に関わってきた会員なので雑

学話にも花が咲きます。 

記事の多くは笠懸町の出来事の紹介ですが、

会員からは自治問題、教育問題などの課題を深

める記事も書いていくべきではないかとか、自

分たちのやりがいを大切にしながら主張すべき

事は大事にしていきたいなど今後のあり方にも

建設的な意見が出ています。 

是非多くの方に「Ｗｅｂタイムス笠懸」のホ

ームページにアクセスしていただき、一地方の

文化の営みに触れて欲しいと願っています。    

【Ｗｅｂタイムス笠懸会員 須田章七郎】 

 

ホームページ 

http://www.ne.jp/asahi/web-times/kasakake/ 

E メール     

web-times@k.email.ne.jp 


